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第8日 常任理事会についての報告
4月 30日,神 田学士会館で第 R口 Ff任理手会が

開かれた。

出席者は次のとおりであつた。

(会長 )有山,(才,(市 任理事 )鹿取―男,夢 誠

司,回 村二郎,和 と沿夫,VFttlt男,(理 事 )古

賀忠逝,(幹 JF)小川智杖,鈴 木昭態,小 嗣rl和,

(疹 rr)田■im二郎,"せ後ン,(事 務局 )小沢普

美子,片 u正子,竹 花弥生

次の計調題が林敵された。

1 脇 会のあり方について

前々会の打任理J「会から,き 続いてこのTl委

譲四について活発注意見交換が行なわれ,さ ら

に次回の付任巴・h会でも討識が継航される予定

である。 (なお,会 討編楽委員は,討 論の連続

性を確ズにするためにも,ま た討論されている

岡旭点を広く会員の方々に知つていただくため

にも有埜であろうとの判断から,有 山会長にお

願いして,】J項の報告 「日Ⅲ T4学技術交流協会

のあり方をめぐって」を寄稿していただいた。)

2 科 学技術専門家右志グループの自己負担訪中

の件

先頃の会員のアンケートロ答からもうかがえ

るように,全 員有志が専門家グループを組織 し

て,自 己負担で中国を訪問し,中 円側車門家と

の懇誰や研究施設の視察をすることのできる交

流チiン ネルを開くことは望ましいことである。

最近,中 国側からも非公式にその可能性につ

いての示唆があったので,~つ の課題として研

究することになつた。

3 事 務局来助

病気加療中の漆戸戦事務局長 (休職中 )は,

なお療表が長びく予想なので,」]後孝参与を事

務局長に新任することが会長によつて提案され,

承認された。

4 会 文Vl告

4 Ⅲ 円国家科1学委員会☆14益副局又とととし

て科学技術協力tJ定について話しあったく会

報20,参照 )。

b 科,学技術協力lF7定の実施に関して,会 長か

ら用常源Ⅲ国科学院副院長に送った書勅に対

する返書が屈いた く別項参照 )。

c 来 日した中国科学皮・fflr」I会二政国際部長と

交流阿題について恕談した (別項参照 )。

中国科学院,用 培源再」院長

か らの返書 (訳文)

親安なる有山米孝先生

4月 1日 付の貫「拝受技 しました。中日友好と

科学lt lll交流のたゆまぬ発展は先生の御支持と御

協力とは切 り離すことができないものであります。

ここに感謝致します。

おヤ紙の中で
“
科学技rl協力協定

'の
実施阿題

について触れてありましたが,私 もこのことにつ

いてはや国国家科学技術委員会の責中益副局長に

伝えておきました。開くところによれば,中国目

和奏はすでに3度にわたり実施方案を日本外務省
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に提出したのですが,末だに回答が得られぬとの

事ですb

先生は沢山の具体協力項目を提出されましたが

出来れば農業等 2 3項 目にしばつて中国国家11

妻と相誰し,我 国家科秀から日本の外務省に正式

に提出し,双 方の協力計画を軌道にのせるように

しては加何でしょうか。日中科学技術交流協会が

中国研修生の受入れ, 日本専門家のⅢ国への派遣

を望むなら,い くつかの具体項目にしば り,国 家

科委と相談したのち,当 1,委から外務省に国際脇

力事業団の援助計画に加えられるよう申詩しても

かまいません。以↓の2件については,中国駐日

大使婦I・技処又は国家村委と直接協議して下さい。

日本の十年学生の留学について,関 係部「月から

のお話ですと,一 般には両国政府FFBの協議により

相互派道を行い,又 は日Ⅲ友tF協会から派遣して

いるようです。 (以下略 )

tt其

Ⅲ国科学院副院長

中国全国科学技術脇会主府

周  培  W■
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企画,学 術討論会,共 同研究の実現への市望な

どについて話し合われた。

中国科学技術協会

王政 国際部長 との4 A談

4り可28日,ダ イヤモンドホテルで,右 山会に,

鈴木持」十,月じ後参チ,竹 lLl,務内員は,生 日中田

大ll郎や1学ft術部低宇傑ぞキ記官の時府のもとで,

=Fl国 際部長,i端 林通訳と,童 として以下の話

件について恐談した。

1 日 本の 惇ヽ 技術専PJ家グルーブの向費訪いに

対する中国刊学技rl協会の受け入れの可能‖と

その条件などと

2 Ⅲ 田科,学技術協会の派遣する訪日代表団,本

年度は経済調推の関係もあって行なわない。

3 中 国側学会活動の情報の提供。

最新の全国統一学会 リストを促快できる。Ⅲ国

の参」Rする国際学行同体の情報,Ⅲ 田で行なわ

れる国際会議で日本人研究者の参加を認めるも

のについての情報は調査のうえ提供できる。中

国で刊行される英文文献,学 術話の情報につい

ても協力できるものは連絡するc

4 そ の他

針突訪中団〈白費 ),針 灸学習 (実務研修 )

について打ち合わせ,訪 中青少年科学交流国の

新 科学 院院 長 へ の祝 電 と返 信

Ⅲ障1,学院 成  嘉錫先生

Ⅲ田 ,ヽ学院の17L文に徳批11をお暖び中し■

げます。■院の発展をお祈りし,併せて‖Ⅲ

両唇の小1学技術交流の一)口の促進を畑符しま

す。    日 1市惇 粧ll交流協会 有 ll米″

1981年5カ20日

日中小学技術交流れ全 右 山芽に″先生

私が中国千卜学院院長に避ばれました際には,

切電な賜わ り,深 く感謝の意をえ します。中

日両国人民の友話と中日両円のキ術友流のた

ゆまぬ発展をお祈 りいたしますd

中国ll学院院長 底  嘉 錫

19 8 1年 5月30日

有 山 会 長 の 訪 中

右山会長は日本工業新産品カタログ展に出席の

ため, 5月31日成田発,西 安,北 京を訪FH3し,北

京では中国科学院,中 国科学技rfj協会関係者と懇

談を行い, 6月12日帰国したc

日中 交流 ニ ュー ス
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日中科学技術交流協会 のあ り方 をめ ぐって

会長 有  山  兼  孝
I 問 題の所在と対処

1 か ねてから,協 会の通宮及び事業を一層充実

発展させるためには 協 会を法人イヒした方が良い

のではないかとの意見がありました。

本午 1月 ,法 人化問題小宏員会を姑設して,そ

こで,法 人化の必要の市無,法 人化する場合の長

所と短所はどうか,ま た,法 人は社田かHj□かな

どを真女Ⅲに検討してきました。

しかし 法 人化の場合にlbV会のに所である科学

技pFl車円家の頭脳先団としてのlA4能が,そ の組織

Zぴ 選宵面にうまく反映し'るのかという協会送

常の根ない」題については,竹 に理Ⅲ会の半l llを納

ぐとぃうことになりました。

ti号では,脇 会のあり方について,活 発な意兄

が】され,な お千↓級すべきtll本は1はがあるので,

次口以後これらのいj胆を栄Ⅲrめに好識して,地 む

べき道をりjらかにすることを し 合せた旨ご‖付

した次舛です。

2 41!, 日 中Ⅲ3日H政府い1にや'学杜術協力ljl定が

結ばれましたが,そ の英加に仲つてどういう大き

な変イヒが旭つてくるものか,状 況がよくわかりま

せんでした。同l■l」定の締結後PHPもなく,協 会はそ

の央旭に関して外17J大臣にあてた 「意見書J(狩

16,糊戒 )をlF出し,ま た公民4t7に 「アンケー

ト調査Jを お願いしました。このこつは,そ の後

実に大きな役割を果してきたと思います。

,国側は,日 本政lすに,脇 定実施に関して 2～

3の提案をしているが,最 近になっても退Jが 涙

ってこないので困つている棋様です。

3 こ のような状況の中では,協 会のとむべき道

を見定めにくいので, a)ま ず,発 足当初からず

っと一貫して続いているものをとらえ直し,b)次

に,そ れをどう発rrzさせるべきかを考えて行くこ

とになると思います。 (]-2参 照 )

協会は,こ のように内外に渦巻いている種力の

変動要因について,車 PJ‖学技術者としての良心

と設意をもって対処して,誤 りのない行動を保障

できるよう多力を続けていく所存であります。

1 協 会の結成とその活動の特色

1 日 Ⅲ国交F復 (1972年 9月 )以 前から,日

中間の学 tr交流にま欲をもつわが国の科学技術者

は, 1955年 5月 ,日本学 lf会議訪中学 lJ祝客団

(チ誠司FR長)以 来抜ケく訪Ⅲし,科 学技術交流

とその発展に努力を続けてきました。

そこには Ⅲ  F4がわが国に賠償を求めず,友 好

iを 熱望している心に応え十 日 本の和学技術者とし

て,中 対学外とのい1に学術友lrtを発展させたいと

の考えが少なからずあったと'こられます。こうし

だ願いをもつわたくしたちは, 国 とのJと打i条約

締結(1977年3)1)以前かわⅢ田との中学技術

友llを発展させるために1‖註を航け,同年12)1協

会を設立しました。

2 日 Ⅲの十J/x止竹イヒ以来,両 田の敗的‖"及び氏

い1の4分 lrrにわたる交流は午力活発イヒしてきてお

りまJ。

この中で,協 会は,↓ PJ「卜学者のコMttLlとし

て,中 円lm及び会Aの 要勢にはた,■ としてFj円

の研究単位 〈学会,llT究グループ,研 究機関等 )

の側の交流の発度に資するよう.協 会としてTr歳

な活動を統けてきました.一 方では, 出中“学ft

術交流に不可欠と認めるものについては,llJ会白

らの発想に基づいて関係の向 (会員, 日本nⅢ及び

i国側関係機関等 )に対して,白 主的に促進を図

ってきました。

これらの詩活動は,協 会役真の諸先4L方の献身

的 (害志の本仕活動としては限界と言える状態で

の )な行為に支えられ,協 会の組織,財政の面か

らは最大限の活動をしてきたと言えます。

しかし,村 学技lflttlF活動がもつED要性とその

周囲の状勢の変化は,何 らかの意味で転換を迫る

ものがあると認められます。
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3 や 国側も,協 会が発足以来呆してきた,こ の

専Fヨ科学技術者集田としての特性を生かしたキ術

交流促進機能については,よ く認識 し,評 価 して

いるようであります。そのことは,Ⅲ 国側とのこ

れまでの接触状況からも窺えるところです。

(HfF)中国側とは 中 国国家|,学技術委員会,

中国科学暁ほか自然キ,学系の利学院,

大学,研 究機関,Ⅲ 国科学技術協会74び

その関係機関並びにそれらの所属本学技

術者などです。

1 協 会の使命とその役官J        ‐

1 打 8 Flの常に理事会は,協 会のあり方のうち,

その 「と木的使命Jと して 「協会は,白 ハrl学の

41蚊における中国の学界と提りして,両 国の11半

技rrに関する研究の連絡を図り,そ の能率を向上

させるため,必 要なや,学技かi交流のⅢ米を行い,

これを通じて両国の小1学駐llのた歩に貢献すると

ともに,両 国の友ACF関係の増進に寄与することを1

使命としてきているJと の表現を一応水認しまし

た。

そして ,ヽ学技術イの頭脳4Ak凹として,‖ Ⅲl学

技vfj関係詰1,来に関する にブコモークー|と して

の役甘Uについても,法 人にの■筑《にかかわらず変

更はないものと詔められました。こうして,協 会

の基本的な使命とその機能はかなリハッキリと拙

き出されてきました。

2 月 中間の科学な術交流め仕事の/1nを , “国
"

と
Ⅲ
企業その他

"と “
協会

"との三つに大きく区

分して考えると!国 の分Ilのあり方については!

学問の立場から次のような問題点が考えられます。

“)基 礎rH学に関しては, よく知られているよう

に,本 来回が責任をもつべき分野と言えるけれ

ども,国 が放置している部分がある.

(2)学 PH9上交流をしなくてはならないことがF18ら

かな問題であっても,国 の行政は何もしないと

か,政 府機関ではど)に もならない問題も沢山

ある。

(3)行 政は自分の権限の枠内でしか動かないとい

うならわしがあって,仮 りに学問上の立場を生

かす場合にも,そ の権限上部合のよいように解

釈 し,学 問研究上の立場にひすみが生れるのは

致し方ないものとして済まされることが起る。

(4)国 の行政が外国との関係で動く場合にも 中

田だけを特別に取り上げることはできにくいと

いう立場がある。

(5)学問の交流協力は コ ンプリメンタリーなも

ので,相 互布完性が重要なことであるが!政 府

はこの点についての誌設がおい。

3 中 国側は,協 会に何を期冷しているかについ

ては,少 くともわれわれが鮒き.lした使命と役甘J

の価四内にあるものを考えているようには理解で

きます。

やt学技術に関して,Ⅲ 円の他えている根本問題

として,特 にFlたちのと日すべきものを2-3挙

げて見ます。

(1)中日の科学技術lT tlのJL盤となるはJiは, 日

本の26常にも及び,広 大で変化に,iみ,束 の海

からF町の辺境地成まで,北 の肛栄地から'の新

熱地まで,地コn的にも地学rゆにも,励 柾〔物生態

の多様‖:など,そ のlL山然↑1学倣域におけるOF

究対象は,多 彩を肛めかつ無限にあるといせま

しょう。また,共 同Fl le,)向ヽJlr.についても

同llであります。これらにFlするH然 1ヽ学分町

の研究速陥,lH五交流の利Aは 測り魚れないも

のがあると中せましょう。

(a 中国は,四つの近代イしの基服に1'学技術をlF

え,そ の進歩のためにその交lllの発展を期待し

ています。

10億の人口を有するⅢ国は,い ま,経 済詞繁の

困難を抱えながらも,千1学技術に関する々膚指

導者の育成,科 学技術の普及浸透にも心をPPき,

さらには21 Wi紀の「1学技術のIlい手 (現在の吉

少年 )の 育成についても熱い日をといでいます。

(3)中 円側は,本「学技 fIの分野において,わ が国

の戦後30奈年の発度の歩みっ中から,何 とか煙

期同に,効果的に吸収できるものを学びとろう

という意欲をもっています.また一方では,前

項のような長如展望に立った人的基盤の1/成を
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図るべく懸命の努力を払っていますさ

(4)ll来は,中 国aいから以上のような複雑困難な

背景をもつ科学技術交流よの様々な要討が,次

第に具体的な要請としてその姿を明らかにして

くるものと考えられます。

4 協 会の役常」は,■ 記 1の使命を274び3に述

べた条件との関係の中で果すことにあると考えて

います。その際にわれわれが特に配慮すべき点は,

民間のjt営利公益団体として,そ の使命と,色 を

柔hlにかつ弾力的に発弾して, 自主的かつ積lJ的

に適切な対「Lをできるようにすることだと思います。

近いJ▼来,中 EI nいから極力の科学技術交流上の

要討が示された場合,切 会がこれを受けて,も し

交流をFt 発々展させようとするならば,適 りなブ

ロモーターとしての役11をもっと多両化し,多 岐

に発"!できるようl14仰する必要があろうかとtuわ

れます。

また,そ の口↓には, コ内の許田44・,話 機関との

役ⅢⅢ分11についても川コlLの社会的よ任を求められ,

これに対応わしい体打Jを1“‖する必要が生れるも

のと考えます。

‖ 日 中ll学技15協力協定の締結後の推移

1 198045月 , 日中両田い〕に政府ペースの 'ヽ

学技術防力の通が開かれることがツtまりました。

それは,こ のl lj定の実」Cに伴って|四 費による安

定した,;向 的で定竹的なflV力が推進されるとい

う意味において,企 く卓ばしいことです。しかし,

■学47 ff者であるわれわれの経験は,行 政ペース

での協力課題の選υlとその新進が,や やヽすると

研究者の自主性を損い 研 究にモみを生じ,時 に

は思いもかけない方向に進んで行くことになるこ

とがあるので そ のようなことのないような配慮

を欠かさないようにとの願いを抱かせます。

またぅこの協定の実施に伴う行政の対lLについ

ては!前 述 ]の 2に述べてあるような行政のあり

方に関して,ふ と,次 のような懸念を感じました.

当時は,学 問上の側題には,各 省を庁では対応

し切れないものがあるものだという気持,協 定の

あり方が技術偏この傾向が強 く 協 定上の7t力委

員会においては,わ が国では行政権瞑列に都合の

よい協力課題が選ばれるおそれがあるなど,中 国

側の考えとも具なるものとなりはしまいと気追わ

れました。

こうしたことから,協 会が外務大臣あて意見書

(第16,所 載 )提出したわけでした。

2 協 定の縮緒に伴って,日 中間の科学技術7A‐抗

の道もかなりの変改なしには済まないのではない

かとの心配がありました。

それで,新 らしい段階に向けて,前 記意見書捉

的に‖ う課題lHlの探究と協会運営に誤まりのない

ようにとの意図を含めて,会員4住 に, 日中や|キ

技術変抗の経験に基づく意lu,要望を求めて, ア

ンケート前査を行った次第です。

そして,会 員の熱心な回答を整理して,状 況に

応じ外務省及びⅢ口llに,全 員の方″の意見,要

望の要旨を伝え,か つ会賞各位には会‖をもって,

その概要をお角1らせしてきました。

さらにその4rk,ォせられた御意見の内容を, 日

Ⅲ川小1学P_術交流の形態″」に, どのような推進方

策が,ど ういう分7Fをボすかの1は型を耐みてみま

した。

助会は,こ のアンケートのU容 のll向を附まえ

て,今 後の協会活lJのよ=夕 を確え,そ の運営にヽ

りたいとなlnしています。

翠t意ある■答を寄せられました4位 に,こ こで

改めて心から御ネL中 し上げます。

3 中 国側の対応

協会は,協 定実施にAlする中国lUの対応状江に

ついても,随 時意見をは取 してきました。

(11 日下のところ,Ⅲ 国側は,外 務省に協力実施

に関する提案をしているけれども,外 務省はス

体的な対はを示していないとい うことでありま

す。協定締結一年をにようとする時期をJ■えて,

われわれは不思表な感 じがします。

中国側は,協 定は実施に'さ れても政府間協

力には定されたそうであり 協 定第 4条 に基づ

いた民間EB体等の交流助成には, 日本政府は積

極性がまだ見受けられないと見ているようです。
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(2+ ロベ
ースの協力は,最 近ようゃく各省庁個別

におめられているそうですが,ま だ脇定ベース

のものは開始されていません。これは今後強化

して行かなければならないとしています.

中国a↓はこれまで民凹ペースで行ってきたえ

流についても,政 府間協力に織 り込むことが可

能なものは,で きるだけこれに合めることを畑

待しているようにも思われます。

従来は,す べてが民間交流であつたが,中 国

側は,国 がやれないことは民出交流で大いにや

る必要があり,ま たやらなくてはならないこと

が沢 あ るので,こ れまで以上には広く, しか

も着実に交流を発展させていかなくてはならな

いとしています。

(3)122全との旬のll学杜術交流J'栄に関しても,

個力のlf項について,随 時協議の上述められて

いるものは,毎 けの会報船HRのとおりです。た

だ最近は,交 流協力lT米がやや長期的で"|はい

祖町を合み,こ れまでよりも対空に取り進めよ

うとしていて,挫 ‖打合せに時山を要し,そ の

結来を見て協会の階度を決める必要があるよう

なものが加わってきているはじです。こうして,

新しい両で脇会機tじを活用するような形をめぎ

すものが現われています。

例えば,中 国斥1学技術協会との問では,(■摩

会lll報)(bl学lrr文献,に)自rt訪中申門家グルー

プの研究施設初察及び車門家同志の意見交換に

ついて,そ の受人実現を検討する。(dl卜回n↓が

企画する事業に関し,協 会が日本側の他の団体,

機関等とともに協会機能の特性を活サ1]して支援

又は協力することなど,個 力のケースに応じて

今後施切な対応を行うことになるものと考えて

おります。

V 終 りに

昭和55年度は,以 上述べたように,日 中間のド

学技術交流に関する基本的な動|が 桐当に大きな

停滞を奈儀なくされる状態があったように思われ

ます。

はじめに述べましたように,協 会は発足以来の

活動を見直し!そ の使命及び活動のあり方を原点

に戻り審議し!中 国は経済調整の厳しい洸キしをほ

駐しながらもす協定に基づく政府ベース協力につ

いて,わ が政府とこの6月頃にはこ要な問題につ

いて合意に臣する見通しのようです。

56年度を迎え,中 国側も今後の対応姿勢につい

て,当 面の方策を国めつつあり,な お斉子の時宮

が経過すれば,そ の動旬が大よそ判明してくるも

のと思われます.

協会も,客 観状勢の推larに対応して!そ の使命

と機能に相応しい社会的El任を呆すべく,必 要な

迅営上のと準などを設定して,活 IJ基盤の充実強

化を図る方向に辻まなくてはならないのではない

かと考えています。

これとともに会員4位 との意志駅通の円llr化を

図り,会 員のヒ見‐要望のうち条件が整い少しで

も可tヒ性のあるものは栄13できるよう努力するつ

もりであります。

中国科学院主席団選出

執行主府に厳済慈、李昌、

呉仲華の3氏。

〔北京 5月 19日発新革社=中 国通信 〕中ヨ1学

FhE第4● 学部委員大会に出,‖した令学部委員は19

日午前,一 堂に合し,何 記名校東によつてⅢFtl卜|

学院工府田を選出した。

会場は,営 びのうちにも厳かなえ、ん囲気につつ

まれていた。数学物理学,化 学,生 物学 地 学

技術や学 5学 部の委員は,分 かれて者Prした。4

人の前には赤いな要用紙がおかれ 選 挙が力ヽまる

と,軽 快な音楽の流れるなか,そ れぞれ5つ の赤

い投票箱に 1京 を投じた。学部大会で中円科学院

の最高指導機関を選出する権限が行使されたのは

初めてのこと。熱烈な拍手の中で,大 会議長回が

題革結果を発表 した。主席田メンバーは次の通 り

である.(配 列はとの宰回n頂による )

子光遠,二 大折,こ 注昌,業 ヽ正,馬 徳培,
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嘉錫,事 経庚,束 子,厳 東生,厳 済慈,李 日,李    盛 事錫氏は 1915年10月26日拒唐省齢 所市の台

蒸,呉 ↑革,呉 征鑑,武 衡,刊↓文,用 培源,長 文  湾 搭塾数師の家に生まれた.34年 ,ゎ すか19才で

佑,慎 光+,視 充実,侯 祥磁,奏 力と,鐘 三換,   EPJ大 学化学1,を■業したあと,大 学に残って 3

銭学森,ぶ 光賊,高 ォ,唐 放慶,黄 家柳 ,譲 舟徳  年 間化学の助手を務めた。 1937年 , 日中央庚衣

(女 )。                     (1900年 の転和国j件 の賠償金 )留英公資の試

選挙結央が発表されると,熱 烈なJコ子が じ!ゴし  殴 に合格 して,英 ロントン大学の大学院生にな り,

鳴 りやまなかった。                s サ グデン教授のもとでハロゲン放射性同位体

〔北京 5月 19月発新事社=Ⅲ 国通信 コ中国I・学院  濃 縮の実験研究に坊わった。39年, ロンドン大学

第四□学部委員大会で選出された中国科学院主席  の 障士の学位を取得。その後,米 円に波ってカリ

回は,19日午前に開かれた弟 1い会議で,飲 済慈,  フ ヵルニアエ本大学 (ライナス ボ ーリング歓授

李昌,呉 仲壬 3氏 を執行主席に推14 選 出した。   の ヽ革をうける )カ フ ヵルニア大学で,i後6年

中国1,学党Ji席回は学部委員大会開会中のllttt  fj造化学の研究を行った。

機関で,■ ,国 会議 (年 3 4回 開催 )は弘イす上   45年 末,米 国から1【国に帰 り,14P,大学で祉義

Prが旭架 し,十 宰する。なお弘行主府は院長,副   と 教務指導をllイした。その腋 しいが生き■きし

比長を氷fLしない。                た 授業 41tしみやすい人柄,根 気い く教える料打

および諭争を捉励 し,興 味をそそる予」論をくり広

中 国 科 学 院 長 に庶 嘉 錫 氏     げ るとV う`やり力は,常生ゃ卜Jいたちの倣川にの的

〔Jヒ京 5r1 1 9日発新■社と中口)むli〕66才のす名  と なつた。 19 5 5年,相 ‖をうけて, 1四 ,ヽ学院

な化学者はイ助氏が19H  Ⅲ I呵↑トン院此■に巡口」 物 口!学放学化学 Vl t t f Aとなる。58F ,から,布i州1大

きれた。 い 1コヽ ,学17t拭イ1班約」では,lT如|は2  キ の↑"設にな加し,側 イ|にこの新しい犯のコ!エドト

午で2 J lを妨げないとなっている。         大 学の刑ヤ」tに1「大に成イ「した。

席氏はIJ日午Ⅲl)中 コ1'学F7・■‖,pl第1]会 lt   虚 財錫氏は,物 四イヒ学, とくにHr造化学に対す

で暁長にht府されたもの。中田1'学悦設立以来す   る た帝が深い。56年と62イトの2『,中 国の小1学技

引ヽ水ナ,方 数に次ぐ=fヽ日のlL又である。     術 長切1発炭討いの策定にみ加し,点 tlをした。53

」日の主府曲排 1回会赦ではⅢ円1,学晩品Ⅲ院k  年 ,福 州大学仰設と引‖“に,構造イヒ学の研究機関

6人もl■市 選 出された。顔ぶれは銭三強す胡克  の 和‖設に着手した。62年に中国↑キ院千天 (後に

実,ヽ 徳町,李京,舷 束生 茶 持正の■氏。会議  編 4と 改称 )物質構造研究所がI14立されると,所

ではまた.‖t文氏が中Fll‖学院秘台たにlT命され  長 に祉lTした。そして19年「HHずっと,同 研究 llrの

た。                       活 動をf旨導するとともに,実 験研究への参加1と学

術討 HEのね1納を礼けている。近年 嵐 氏を長とす
中国科学院各学部主任選出

る向研究所の空素四定研究クループは,そ の指ヽ

〔北京 5月 19日発新手社二中国通信 〕中国|1学院  下 に,‐ トロ'ナ ーゼrF性中lЬの 1紺笙絞Jク原子

寄 4阿 学部委員大会は19日午後学部ごとにそ学部  族 離造モデルを7r表するとともに,モ デル物質の

のよこを選出した。選出結果次の通 り。レ物理教  試 験的合成の一部の分野で繭川ヽ大学化学科の支文

学部主任=戯 三強 〉化学部工任=厳 東生 '生 物半  魁 教授 と協力し! 2つ のシリーズのモデル物質を

部主れ=馬 徳培♭地学部主任=法 光粒 ♭技術科学  合 成し 細 かい構造19定を行って,有 吉義な進帳

部=仁 =李 忘。                  と かちとつたc遺 嘉錫氏は,構 造イと学に取 り組む

には,国 の生産両の要請と結びつけて,生 物の窒

人物紹介  席 嘉錫 素回定を化学的に模倣 した生物工学の応用基礎研
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究を進めるとともに,戦略的視点をもって,構造

化学とい,学間の国際的発展動的にあわせて,学

術■非常に活発な,遷核金属原子族化含物の新し

い領域をB掲拓する条件をもつくりだし,先 行して

いる原子次イし学の基礎研究を促すようにすべきだ,

とみている。

慮氏らが発表した掴袋状 「布州モデルJと EP5

大学の努啓瑞教授をはじめとする空素固定研究グ

ルーブが半年早く発表した最初の 「EP日モデルJ

は,そ れぞれ特色をもち,世 界に先がけたもので

ある。78年夏と80年冬,底 氏は前後 2回 ,代 表田

を率いて米円とオーストラリアにといて,第 3回,

第 4回国際窒素固定シンポジウムに出席しぅこの

網袋状モデルおょび挫型物質の合成実験とlt造,F

究について報告し,参 合者の称44をあびた。

成嘉錫氏は,第 3期 ,第 5 1tl全国人民代表大会

代表に逆ばれている。

その科学部来における文献を表彰するため, コ

F9院は79年末,眠 氏に全コシ rJ llA I Lの米ある称,

をおくった。

な円後の数10年mに ,速 氏は教育と研究のMiで

旗方の右4rな紙縦 柏 部lF動をすると同時に,井

ぃ 十ヽ学技術の人オJの育成とⅢ円のll造化学研究の

発展にR献 し),1学界からTT賞,支 持されている。

(北京 5月 19日発新撃社=中 国通信 )

科学技術発展の新方針

中国ではいま,国 民経済の調整が行なわれてい

るが,同 時に科学技術活動の抜本的な改革が要求

されており,最近政府はつぎのような科学技術発
展の新方針を制定したb

科学技ffは経済,社 会の状況に呼lLして,協 調

的に発展し,経 済発展の促進を第 1の任務としな

ければならない。

生産技術の開発研究を重点的に強化し,合 理的

な技術情造を形成するために技術を正しく選ltPする。

拓工栄企業における科学技Tfの研究と普及を強

化する。

安定した基盤の上での基礎研究の着実な発展を

保障する。

外国の科学技術成果の把握ぅ吸lR,消 化をⅢ目

の科学技4tr発展の重要な方述とする。

1950年代の中期から60年代の中期にかけて,

,日 は全国のぼ ラ大な和学技術の力を組織 して先

競的科学技術の研究を展開してきた。そして短時
日のうちに原子爆算,水 素曝弾あ開発に成功し,
大工綺星を打ち上げ,生 命力をもつ重白質一―結
晶年インシェリンの合成にも成功したが,そ れに

くらべて,国 民経済諸部門の生産技術の発展のテ
ンボはあまり速くなかった。いまこそ生産技術の

開発を強力に推進しなければならない。このほか
の課題としては た とえば大型天文望遠銃,制 御
熱核反lt装置,高 エネル■一大型陽子加速器など
の開発テンポのス0-タ ウン,規 模の縮小,あ る
いは建設延期などがある。

この新方針を資徹するために,国 家科学技prr委

員会は最近関係科学研究機関,関 係技術者にたい

し,今 年の農業生産およびにェ紫生産を促進する
ためにいっそう力を八れることを要求する通逆を

発した。通達の内容は次の通り。

食塩,工 去作物)を と,漁 染ィ林米,青 栄物な

どは,そ れぞれの地域の契情に即して積祇的に‖

学技術の成栄をllLし広め,よ り広大なコ撤で,い
っそう大きな収敬と縦L・f効果をかちとらなければ

ならない。

『工栄は,tu栄 44との発展,人 民な活とlratlな

関係のあるull Ⅲ!Fの生Fr F_ljの'F究を■祝しなりれ
ばならない。たとえ,ず肋撤,■ htt i「,木 籾のlL
合利用,家 庭電気lAl,卜,Frrl磁体などの生産lA llrな

らびに前市流通211程におけるfl度保JⅢ,rl腐 ,ll.

統,愉 山品の包装,輸 送技術,設 llなどをi点 的

にll l究し,同 時にエネルギーを帥約し,原 粗料の

消費を減らし,積 極的に回と地方の財政収入を打

やすことに留意しなければならない。
上述の精神にもとづき,4竹 ,市 す向泊医は今

年のT7要■,学りF究項目について加応の調辛をおこ

なってきた。江蘇省は 3月上旬に利学推 ll「「作会

議を開き,自 省の実情にもとづき,農 業.軽 工業,

紡統工業)エ ネルギーなどのrl学技flIの研究項日

を重点的に強化,―ることを確認した。たとえば!

現在すすめられている,津 米が緊急に必要として

いる高jHJ能で章性のない新農薬の開発に資◆を増

やし,年 内に生産を開始し市場に出荷することに

なっている。同省はまた,機 械工業/rN美の中で

=産 力,技 術力に六カのある企業にたいし,軽 ェ

来,紡 織工業の機械関係の技術■新,技 術改造を

援助するためにその技術力を振 り向けるよう要求

している。


